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たするたらヴIT衆 こ た:こ が書知級しよ博熟表う わイ薔て書 L)な
学るほ光も ア品にの私

°
わらつら私れば係 つな季ちゃ彗 L産て霧

自のと景
｀
スを,ズ 法が ぎだこしたな全あて実仕 ]票とよを脅鳩乞

いヽとにでその見て熟l読  とのとめらぃくりt｀ 体の鞠子なうときこ
ぼ同自あの存るL'|よ 明  :モ翼 1こ るにか舞 まるとた変l豫 'ゞい

｀
る妾晨

こじ′含ろ絵ことてあ し 霞子意た こら闘せ埼なめ ヘーてき4あ L‐
夕でがかがで き

｀
るう がを` つめので駒ん聞りに人つ L革 奪苗 奪

弩二勇f,えア重雪彗柔 欝重『1譲ヽ尋基二手電讐馨暑曇七7肇
な愁静主ゃ)マ ゃ昔をり らせた秘なみけこう

。L夏仕べ つ`三理

義醤誓豊菫暮竜専
'言

二 誉亀鍾墓亀青2R合警]子聴言II三
o今 入 じきか'ン の □

｀
し,な :==

惨

署

〓
毒

も

と
に

年

ら

れ

て

い
て

ヽ

あ

ら

ゆ

泰
輸許
棘
研
析
ｔ
碗
い
所
「嬌
ざ

一
つ
の
実
体

こ
も
い
う

べ
ヽ
二
）
の

で
丁
も
こ
の
体
験

ぼ
私

に
一
っ

の
三
素
一

を
一配
唄
し

ま
し
た
、
さ
れ

は

ク
天

貸
の
翼

で
運
ば
れ
る
ア
と
ピ
）Ｐ
女

現

し
意
味
さ
れ
る
も
の
で
丁
。
そ

曰
辞
師
赫
郷
離
“
が
増
酬
とヽ
銅
職

て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
れ

零
一
Ｅ
己
会
え
ぱ
そ
ネ
を
建
け
る
二

と
が
３
き
ま
す
。

一畜
鑑
章
“
瀞
勢
郡
一昨
♂
』
爛
州
痛

３
と
き
こ
変

わ
■
な
い
正
常

な
状

態

に
あ
り
ま
し
た
が
一
閣
体
は
主

な
寺

で
い
た
わ
ら
れ
て
げ
る

ン
ニ
」

う
膏

じ
を

私
に
ニ
ン
た
■
し
た
。
わ

と
ひ
抑
ら
さ
糸
た
と
こ
ろ
に
よ
「

ま
一つ
と
、
一私
の
か
ら
だ
の
■
子
・が
′

一
体
化
の
唇
じ
を
超
ｉ
ｔ
社
の
だ



“

6
義:と る
=桑
つりのめの指い陽抵てをこル立 輝ヒろざ私をのこ

量聾墨聾,て:i量慧:茸暉写子ス掛]傷略悪∵卜とで宙をしヽはしヽ魏昏いくのか|を こ
13に置事てツたチるなになのく常 tl表藉荒ろギた俸う星亮]ら 遭ζ
熙 らがらは卜tiけ もtl便 ぃてになうわの用宇宙のサJ=だ 俸な行で

誓黎奪習考管勇為ぶ,繊留号考超量1lI轟 :雰写手尻こ亀,危鮮:ヒ
て 了まにまこが'じ 混ひオt=‐ て主難 ことの事法ヮ|° |ま 知 うだたで

υ

このはズ畠員Jを  むらたのなめ―讐
う型でご布 こ動 まさこTら 宇た
らのき Iコ手 ヵヽ 3//tと 口ば自無
字ヽまド■字し にまだ

.■
勇`総藪

二Tに し+1またあが|こ 私 Fも     いてでとまだたて微を で
スit,脅 T二一

°ち｀関めせLこ  賞1 まか丁目しれらいせ見一ず
こi_嘔 t)メ_つ こたワ|し テ物後分 球 しら :し たもがまなた日

｀

げの星てののの二にて |に の旅 の 「こでしパ 'が 五 L生 とが｀
かでフ)｀ 色千看こ十ぼプつキ行 過  

｀
のかウー日し'た きき■

Tlイ 現なケ
=誓
喬Itぞ f牙 蓄 言キを房まξご言二犀‐

■じこグ人ムルのでのにつ説会第 知  |よ 時副 う浩じL才こ着
薫の |た たに干子テ込ヽ`明議― ら  汽闇ぴ体につてた|ょ 降
で度があちTlせ |べ たしが部 さ  えばてに輝

「
降1色 きじ

蔵太すとが人デんブま人ま開こ れ  てかしヽあし、とりでゎて
饉なゎ二著ずんでルした[が 私 る  tr)た ろてきた輝め折G
二十
つ籍 席 Pに 1/ぴ

～

ち 亀た は    ま しのの ぃも人 いて外

ヒ
ｔ
て
無
・ら
．た
で
ｔ＞
た
人
々
一二
片

こ
〓
こ
証
看
ぼ
ユ
・ね
る
Ｏ
ｉ
ｔ

れ
ま
ｔ
ん
。
「
地
球
ギ
蓑
澪
，
テ

相
一″
れ
末
炉
加
ｋ
甲
工
電
ュ
丼
揮

Ｆ
十
二
人
の
代
表
巻
な
の
で
■
・

て
、
Ｔ
へ
て
の
妻
直む製
約
，．言
ｒ卦製
の
一

体
化
ｔ
た
人
で
ｔ
た
一υ　
範
■
で
な

ら
ぽ
わ
れ
わ
れ
は

こ
の
よ
う

な
た

■
創

造
主
の
音
識

と
分
懇
し
、

．

‡
■
ズ
・一

ｒ
オ
世

Ｉ
）
‘
こ
肝́
ラボ

か
ケ

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

こ
久

は
イ
エ
ス
を
芝
味
す

る
の
で
慮
あ

り
ま
せ
ん
。
イ

ー
又
は

一
人
Ｍ
な

印論
議
隣証
計
汁け劇書計
″認

餓
“％
弓
玲鶏
臓師デ
肝
咽
絲整

瀬由疑
鮭
ρ瀬
脚
厳謙
観
可
“疎

物
や
賞計
藁た
ｉ
ａ
ルド
》
ば
り

図
可
ダ
・紳
に
帥
酔
却
醐辞
鉄
哺
てこ

「は明て一枚薇
神
一豪「“Щ九一肛
ア
責

“
一
こ
にどＬ“ｔ
て
いた
ノ′＃一世

ｔ王
′
た
ち
の
す
べ
て
は
か
っ
て
地

一
）

e

し



　ヽ

　

　

　

　

　

　

　

）

■

に

一
一・
■

ご

‘
一
■
“

ｔ
て
、　
て

，
一
再

一に
ヴ

て

、
平

ら

れ

ば
Π

衛

菅

舞

ＩＩ

蔵
ら

逸

る

一
も

し

た

平
一
Ｉ

ん
。

（ｋ
ら

‐Ｉ

デ
）

卜
‘
　
「ヽ
ノ
。

そ
し
て
た
機
の
道
化
の
方
向
へ

て

Ｑ
憚
督

の

い
く
ら
か
を
褒
え

峯嵐辮磁
ボ虚雄
刹
財鋭締
出一難．

に
現
在

理
葺

ＩＩ
嘔

〓
丁
一

ろ

一
つ

４
一理
曇

Ｉ
■
１

雑́
鳳叫脚颯ヽ
紺Ｍ一勤〓一

・　
　
―
二
尋

げ

一が
ギ
一た

ヽ
一

‘，ら
キ・た
ｆ一ぐ

飾
則‐疎
瞳「雅性

層
巨
酬
嗜
膨れ

っ一糧れ
，Ｊ一〓

Ｆしたォノ、一」一４レ」け

アヽ
い
キ
■
，
゛

こ

の
よ
う

に

し

て

く
ヽ
ま
ゴ

ま

ボ患
密鞭
嘘鐸
運
動成曜
騨禁

電―■ I■

の率ヽtlす
ノ、1よ ご |ヒ
者l■ tヽ tジち

こ塁‐
=■
||:|●1■ ,



キ一，一
，

一一
一．一一一一一
一一一一
一，
・一
一｝一二一
一一一一

一一
・一
一」
・
一　
一　
，
一
　
二
　
　
・■
　
・
ｆ
一一
一　
〓
一
・一・
一一一
　
一　
　
一
‐」

・

´
　

　

　

　

一

一

一・
一・一一
・一
´
・一
一
一

一一

一ヽ一一́

、
一
一
一
・一̈

一一
「
一一一一一

一一一一．一一
一一一・一一一．
．一

一
．
一」
一）一・一
一

一．．・・・
　

一一
一「一」
一・一一一
Ｌ

．一　

一一

・・・一
一・
一
・・・一一
一一一́

一一

一一一一̈
・一
一一一
一一一・一
一
一一
一一
一
一
ヽ

・一
・一
一

．

一
一一一一一・・一
一
一
一
．一
一．一一
．．一一・一・
・
・
一一一
一́
′

一・一一一

一
一

・一一一
一
．
・
．．一

一
．一
・・・一
一一・

・一一一一一一

一
．
「

一一一
一

一

・一二

一一
・一一一

一一・一・
・一一一一一̈
）

一

一一
一一・

一
一
一
一一一
一
．一
・
¨．一一
一
一
一一

一　　」　　・　　　　　　　．・　　．　　一　．　一　　　．一　　　　　一一一・　　一・　　　　・　一　　　一「一一　　一一二
　一　一一
・́　　一一一一．

・
・

一一・・・
・・・一．一　

一
一一一・・二

・
・一一

・

・
一
・

・

一
．

．
　

　

・

・　

・一一一一一一

一
一
一

．″
一
一一・一一一一一

・

．
・・̈
一一
．．一
　

・
一

・
・
　

一一一
．・一一一・一

，
一
一

一

・
一一
・

一一

一
　

一
一
　

一
一

一

一
・・一
一一一一一一」

一
・・
．一・一一一一一一一一
一一
一
一●

一・
・

一
．．
一一一一̈・一一・・一
一一・一．

一
・
・一

¨

・―

・
一一・・

・
　

・
一一一
　

・

・

一

¨

一

一ｒ
」　
　
‐・　
一　
一
　一一　
　
　
・　
一　
・　
・　
「　
　
一　
．　
．　
一一　
一　・・　
一　
一　
　
．　
一　
一
一

一・一〓
一　
一　
・　
・　́
一　　一一
　
　
一一　　
　　
　　
　　
、一一
一
　
一一・　・一　一
一
一‐‐　　一一一一
一一
一

一一・一′一　
一一一　　一一
一　　・́́
　・　
．．一　　
一一一　一一　　一　
一一一　一　一一一一　
一　
　
　
一一．一一一一　
一　
・　
一一「一

一
一
一
　̈
・
・　
．
一一
一
一　
一一
一　
　
　
　
　
一
　
一　
　
・一
　
　
一
　
．　
　
　
　
一
一　
・　
一　
　
　
．　
　
　
・
・　
．

一
一一　
　
．．　
　
　
・　
一　
　
・一一　
　
一
一
．　
・．　
・　
一　
一　
　
　̈
　
　
・　
　
　
一一一一一　
・．・一一一　
．
一
一　
一．．一

．
一．一．一
　
　
一
一一　
一
一一一一
一　
．一一一一
一　
一
　
．　
．　
　
　
・
一　
・・　
・　
　
　
・　
一　
・　
一一
一
　
　
一一　
．一一一一・一
・　
一　
．

一

一
　

　

一

一

　

・

・一
・

・一
　

　

・
　

一
　

．

一　

　

　

　

　

　

　

　

一一　

　

一

・

一
一

・・・一
・一・
一　

・
一一一・
一一
一，
一
●
．．

一

‐l i till ■́●|.:●::l'|‐ |■■| 
‐ ‐‐‐ ‐■11‐  ,‐ ,「  :‐  :11´′

● 1‐ |11‐:,1「 ‐■ll‐ ■ ||:■  1■
:|■ ●:‐ 一:11:|

i ti「 :■ ■「て
'|11■
■11:  |‐ | |「 |:|‐ ■「||■・「 1111

1: :■||■ |=: |.‐ .: :● : : ‐■     i‐  1 .二 : ■ ●::■

|11■ 1●
=:´
|■||| |::「        ― t_‐ ‐_    

「
| |   ′ 1_

1  11■ ■ 11●  1111・ ‐     : :           ■  11  ‐| .‐
「

‐    ‐     ,   |● : :‐   |・    |      ._.1             1‐  1   ´
:

■| ‐ || .:  |■ ■■1‐  . 1‐ || ‐・ f:/1:‐ ● 11  1■・ 11● I■ ■
|:,1・ |

11‐ ■|.1‐‐ ‐  「■■:||‐ | ● 1‐ |:‐  ― ■ ‐ ::ti l

l    ‐‐■   | : 「r  l ll : ‐ ‐  |  
‐
     |        |    .:   |      : |       ‐11  1  1 '   ; . I.=. ::「 | 

‐
|.

: ||・ 1 111 ‐|・  ●
11 ‐ 「 ‐    r 

‐   1 . I ・ . |■ 11

1:1111111‐ ||'||■||‐‐||111111:i
ー



ぢ卑ビ芳5雲真所基Fに
■丁てで暉 れ

言讐言,き 畢51霊||す 三さ会にたち現す
~

夫I`｀講′と`山■II彗量子
'i農

ダ1婆 晏酢重奏葺
P

変メ、ま議 会1_せ′で十

計1111111‐:■|■|||||
|:  |‐   ‐   ■     ‐   ‐     ‐

|■
~1::|| ‐‐

||:11‐|| |■ ■1 1■ |.  ::     :if i

l,11,|■ II「   . ||・ |■■ 111■‐|        |
l fl t_1111:   |‐    ‐| |: l li: : 1  1      1
11 11i r.■■ 1「 11 1111 1 ‐■
./t‐ 1.Li l l  ‐■■

‐‐1   1   . :
::小

を
畔
ぴ
苺

じ

一
一
ｔ
ｔ

:t」 ち
=iりぎの

好群
いノliの
iti万
しよ物

iヽ 1111

ご゙て い

‐
一
ヽ
一

一 一
 ~'~~― 一

´ ~´ ‐

:一
一

―
 ‐ ~~1~__― 一 一 一 一

―
~~―

― ^ 
―
一 一

―

い
　

　

一



-,". bL ffi ;:' t, L. E irri *F=i l E S +,'F-i - ,- -- :i
* t * rLI ':* -1- 'J lFrlf I* - ,*{) Zt ai-ij , /; flkrr,++zttsvtt*,', 1"F*'/y!/-rt,'l

キ立 た りてからっも,′t+烹

十又に つ
゛
しヒめないにさ五 /

圏
本
Ｃ
Ａ
Ｐ
総
合

Ｓ
，未
ワ
ー
爾
ン
グ
負
来

置

・ ●

縦
会
を
通
じ
て
ギ
ぴ
宙
た
こ
と
を

呼
嗜
】
軸
「職由
詢
雄
晴
群畦め

い
ま
し
た
しハ
柴

田
一又
子
な
氏
「地
》

「卸”一纂「い「”̈』】“．

Ｌ
い
。
　

　

（
編

う
）
　

　

．

ー



陸

亀

〓
二
十
■
羅
衛
が
大
幅
．卜
涯
れ

て
し
華
い
ま
ｔ
た
。
隷
，
印
ｔ

守
沖
コ
卦ャげ善
だ
れ
か
札
ざ
呻

一報
ン
に持鵡
」√
課
隊̈れ牌
瓶
一

ろ
Ｉ
をな
お
許
し
下
さ
い。

器勢い〓一「轡軸一〕着は

会
を
問
饉

し
ま
す
か
ら

、
ふ
る

（

で

御

方

調

Ｔ

さ

い
■

〓
Ｆ

対

に

⊃

主
・ヽ
葦

Ｉ
Ｉ
′

Ｆ
と
マ
暉

だ
）
ゃ
蔓
ル
」
一

た

Ｌ

〓
ヴ
丁

シ

ユ
何
轟
一
一
一
一事
一・
・
一
一
一
一
二
〓

中̈

〔
一
一‐ヽ
¨
一

一
ヽ
ニ
リ
ー
　
一
卜
．な
　
　
十
一
早

「
一　
ｆ

〓
一一一一二
」

外
一‐
■
・一
一
一
一
‘
色
一
タ

エ
ｔ
斗■
・
〓・一ア
ミ
〓

）●
　
‐）

一―
■

口
え

に

一〓

■

〓
ｉ^

ｃ́
Ｐ
一」
わ

れ

■
）

■

．
　
Ｌ
市
Ｌ

、

´
二

●

増
ｆ

｛

―

ル

ト

上

響
ｉ

■

た

一
ｔ

■

下

十
人

し

」

い
う
中

，

一日
た
に
ふ

ナ
テ
・〓
「

囃〕撤けロ二一中｝一晰・嶽

ヌ

や
・

‐す
‐

―

／ヽ
　

ィヽ

′
）
４
・、
「
、
二

７ヽ
　
川
嗜

，
■
竹
■
で
■
丼

に
夕
ヽ
７

干

，
一一―

■

圭

―‥‥
嗜

Ｒ
く
１

す

せ

た

、
'序

|† 吉:ビ す1

と  , I・ I二
ち`ア■・ LI二
ヽ千  ■/ ■
て
―
■‐三■i ti

t｀ 「71:‐
.:‐■1

寺 l ti二 l三‐ ::′

考二
|「
|ヽ｀

・
l ll」 Fl‐ |■

´

=~「
 ′ ~■ 'ど |

1へ
■プ|「 ■ 三

tす

=T‐
t'7・|■

′ :111「
::「 : :: 11

11 ● ■1 ‐_ :F:′ 「

′ ■: 「‐   T !・ |

il: / 
「
J「「 三=

III「 1 = 11■

11 ‐ | ・  |  
‐
1:

|  ―
  ~ 

三二  ‐

1  1 11 1‐
| ′11 .:‐ .|

|   . .     |     
‐  ‐

=

‐ ・  ||■  |  _ ・ 11'●   :|
‐| |「 ‐1' |´―‐1 1 :|・ 111 ‐
‐
 ‐. |. : | ■ |  「1 1「 :

●
.7.・
|■ 1 ~11111'「 :li‐ t

■
`■
1「 .:‐■ ■  ::こ :

■1111 ,Iil■ ‐■|=‐
■1~':「 11■17‐ :■ ■

=11■ [i :.:.:デ :「・ 111‐ 1  1111

1 ■ 111 ,●::「
[1‐I― :「i

τ「Lと

Ｐ
啓
し
壬
承
―
サヽ
ル゙
礼
ｔ
ｉ一一．，と
，

一十一一一，一一一十一』′た　　　　　‐‐‐申　［中　　　　十一〓一

一一一一　　　　　　　一一」　　
　　
「一　　　［」一　　　″「一

一一　一́
ュ一一一　・一〓一̈」一一一^一一イ，′‐‐一一一̈一一一一一・一．一・́

一
九
ｔ
ハ
年

一月
十
日
発
行
績
一価
ｌ
ｏ
ｏ
澤
）


	IMG_20200418_0001
	IMG_20200418_0002
	IMG_20200418_0003
	IMG_20200418_0004
	IMG_20200418_0005
	IMG_20200418_0006
	IMG_20200418_0007
	IMG_20200418_0008
	IMG_20200418_0009
	IMG_20200418_0010
	IMG_20200418_0011
	IMG_20200418_0012
	IMG_20200418_0013
	IMG_20200418_0014
	IMG_20200418_0015
	IMG_20200418_0016
	IMG_20200418_0017
	IMG_20200418_0018
	IMG_20200418_0019
	IMG_20200418_0020
	IMG_20200418_0021
	IMG_20200418_0021-1
	IMG_20200418_0022

